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（事業報告書様式１)

公園施設名：玄海田公園　運動広場

施設使用料 キャンセル料金 早朝利用 小計 その他施設 利用料金合計
（シャワー）

4月 465,500 0 4,900 470,400 7,000 477,400
5月 460,600 0 4,900 465,500 9,500 475,000
6月 465,500 19,600 4,900 490,000 9,900 499,900
7月 744,800 19,600 0 764,400 14,200 778,600
8月 823,200 19,600 4,900 847,700 22,800 870,500
9月 534,100 0 0 534,100 20,400 554,500
10月 436,100 0 4,900 441,000 8,600 449,600
11月 313,600 0 9,800 323,400 7,100 330,500
12月 543,900 29,400 9,800 583,100 4,200 587,300
1月 357,700 9,800 4,900 372,400 5,400 377,800
2月 445,900 19,600 0 465,500 4,500 470,000
3月 343,000 9,800 4,900 357,700 8,800 366,500
計 5,933,900 127,400 53,900 6,115,200 122,400 6,237,600

平成30年度利用料金収入実績

月別

6,237,600利用料金収入計
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（事業報告書様式２)

公園施設名：玄海田公園　運動広場

月別 利用回数 稼働率

4月 63 61%

5月 62 53%

6月 64 49%

7月 101 81%

8月 107 92%

9月 86 84%

10月 57 55%

11月 46 44%

12月 69 72%

1月 44 46%

2月 62 57%

3月 50 89%

計 811 64%

平成30年度公園施設及び有料施設利用回数・稼働率
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（有料施設内訳）

1,763

合計

4,619
3,613 0 3,613

2,773

2,997 0 2,997

市内

4,619

施設：玄海田公園　

355850

2,844
0 3,200

0
0 4,344

公園全体の利用人数

有料施設含む

施設：玄海田公園　運動広場

0
3,200

備考

35585

2,826 0 2,826
2,165 0 2,165

2,913 0 2,913
1,528 0

年間合計

計測方法
利用件数

2月
3月

12月
1月

10月
11月

8月
9月

受付時に確認

6月
7月

4月
5月

2,844
市外

1,528

0 1,763

0 2,773
4,344

平成30年度公園利用状況

年間合計 135,211

10,045
10,945
9,664
9,970

14,624
10,729

月別

14,045
13,081

10月
11月

4月
5月
6月

12月
1月

2,913
1,528
2,826
2,165

35,585

月別

2,997
1,763

2月
3月

10,125
8,766

10,896
12,321

7月
8月
9月

運動広場
2,844
3,200
2,773
4,344
4,619
3,613
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植栽管理 ・ 高木剪定等植栽管理

・
機械警備作動時
対応他

・
夜間の緊急時対応
（職員常駐時間外）

※評価について ： S（極めて優秀）、A（優秀）、B（普通）、C（不良）

管理棟
機械警備

通年
京浜警備保障㈱

￥ 129,600

自家用電
気工作物
の保安管
理

・ 電気設備の点検
㈱三光ﾋﾞﾙｻｰﾋﾞｽ社

12回

AED設置 ・
AED設置及び消耗品交
換

B

B

受水槽
点検清掃

・
受水槽の点検
及び清掃

㈱三光ﾋﾞﾙｻｰﾋﾞｽ社 平成30年8月
24日及び平成
31年2月21日

消防設備
点検整備

・
消火器等の消防設備点
検

￥ 62,640
2回

平成31年2月
12日

1回

業務の第三者委託実績
施設：玄海田公園

B

B夜間警備

京浜警備保障㈱

￥ 71,280

209,072

対応状況評価実施年月日

通年

4月1日～
3月31日及び
平成30年12
月29日～平成
31年1月3日

通年

B
4月1日～
3月31日

￥
通年

京浜警備保障㈱

73,224

㈱三光ﾋﾞﾙｻｰﾋﾞｽ社

￥ 93,960

月一回及び平
成31年2月12
日

B
￥ 220,320

㈱緑とｺﾐｭﾆﾃｨ

￥

4月1日～
3月31日

4月1日～
3月31日

B

4月1日～
3月31日

B
藤 造園建設㈱

通年
￥ 836,288

業務 再委託先及び金額内容 年回数

植栽管理 高木剪定等植栽管理・
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※調査費や打ち合わせ等にかかった費用及び、労務費は含まれていません。

9,447 直営 新品を購入（破棄・入替）

部品を交換

H30.12.29
少年用ｻｯｶｰｺﾞｰﾙ支持ﾜｲﾔ
切れ

￥ 5,631 直営 部品を交換

H31.1.4 ｺｲﾝｼｬﾜｰ混合栓故障 ￥ 26,870 直営

H31.1.4
貸し出し用ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ劣
化

￥

部品を交換

H30.8.4

H30.8.21 ｶﾙﾏｰ破損（Ⅱ類） ￥ 28,944 直営 新品を購入（破棄・入替）

BBQﾄｲﾚ物置鍵故障H30.10.29

BBQ広場ﾄｲﾚ石鹸液入れ破
損

￥ 9,086 直営

￥ 2,488 直営 部品を交換

部品を交換H30.7.11

遊具ﾄｲﾚﾌﾗｯｼｭﾊﾞﾙﾌﾞ水漏
れ

￥ 51,030 ㈱アマノ

H30.5.22 ￥ 10,978 直営

駐車場出口精算機ｺｲﾝｾﾚ
ｸﾀｰ読み取り不良

平成30年度修繕実績

委託業者名または
直営かの記載

対応状況金額修繕年月日 修繕箇所

施設：玄海田公園

2,700H30.4.9

掃除機故障

直営

部品を交換

ﾊﾟｯｷﾝの交換を行った

H30.5.7

更衣室ｼｬﾜｰﾍｯﾄﾞ詰まり

￥ 41,379 直営 掃除機の交換（破棄・入替）

￥
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H30.7.25 -1

管理棟全体の清掃に
使用、経年劣化によ
る故障も交換部品供
給無しのため破棄。

年月日 数量 年月日

ー 1掃除機
ﾅｼｮﾅﾙMC-
G3000

￥ ー ー

平成30年度増減備品一覧
施設：玄海田公園

品名 形状・その他 単価（円）
購入 破棄

増減数 増減理由
数量
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他8件

他44件

公園利用者 注意してやめてもらった。

苦情対応報告

対応結果

注意してやめてもらった。

利用ﾙｰﾙを説明しやめてもらった。

現地に注意しに行くも該当者がいなかっ
た。

除去を行った。

誘導を行った。

注意してやめてもらった。

注意しに行くも立ち去った後だった。

公園利用者

公園利用者

公園利用者

公園利用者

施設：玄海田公園

年月日

近隣居住者

1

H30.7.15
ｽｹｰﾄﾎﾞｰﾄﾞ広場でたばこを吸っている人
がいるので注意してほしい。

5

2

3

内容及び苦情者

H30.11.5
駐車場誘導路に車を停めている人がい
るので注意してほしい。

H30.10.16
台風による倒木が園内の樹林地内に
あって、落ちてきそうで怖いので切ってほ
しい。

H30.7.31
運動広場利用者より、選手が熱中症に
なったので救急車を呼んだ、誘導をお願
いしたい。

事故対応
施設：玄海田公園

H30.6.5
長時間遊具広場でｷﾞﾀｰを引いていて迷
惑だ。

H30.4.29
ﾆｭｰｽﾎﾟｰﾂ広場で煙草を吸っているので
注意して欲しい。

公園利用者H31.2.4
ﾊﾞｽｹｯﾄｺｰﾄで連続利用している人がいる
ので注意してほしい。

6

7

公園利用者

4

8 H31.2.25
ｻｯｶｰ場横のｽﾍﾟｰｽでﾃﾆｽのｻｰﾌﾞ練習を
している人がいるので注意してほしい。

年月日 内容及び被害 対応結果

1 H30.4.21 園内にて自殺者を発見した。
警察、消防,横浜市に連絡し対応を行っ
た。

2 H30.10.14 BBQ場ﾄｲﾚ通路にてﾄｲﾚﾍﾟｰﾊﾟｰを燃やした跡を発見。 警察に通報を行い対応を行った。

3 H31.2.14
BBQ広場に設置してある自動販売機2基が荒らされお金
が盗られていた。

自販機業者が警察に通報し対応を行っ
た
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（事業報告書様式８)

施設：玄海田公園

③利用促進の取組、利用者支援等の取組について

市民サービスの向上や公園の魅力向上・利用促進

①自主事業を含めた提案事業の方向性と狙いのまとめ

②市民ｻｰﾋﾞｽ向上取組の考え方
　基本的には上記の三つの取り組みを中心として、いつだれが来ても満足のいく公園とすることが利用者ｻｰ
ﾋﾞｽの原点であるとの認識のもと市民ｻｰﾋﾞｽ向上の取り組みを継続した。

①公園利用者のﾆｰｽﾞ把握②利用者の安全指導③利用者の利便性向上の取り組みを柱として提案事業
を行った。
公園利用者のﾆｰｽﾞの把握についてはｲﾍﾞﾝﾄ後のｱﾝｹｰﾄ実施や、普段からの利用者との積極的なｺﾐｭﾆｹｰ
ｼｮﾝの実施、意見箱による意見の収集を行った。それらによって収集した要望を基に愛犬のﾌﾝの放置防
止や自転車乗り入れに対する声掛けなどの利用者への安全指導や、しめ縄ﾘｰｽ教室などｸﾗﾌﾄ系ｲﾍﾞﾝﾄの
追加開催、ﾚｽﾄﾊｳｽ内掲示板への花の開花状況の掲示など利便性向上の取り組みを行った。

　様々なﾆｰｽﾞを収集・把握するとともに、それらを「集めっぱなし」にせず、直ちに検討して「実現できる・でき
ない」を判断し、より早く結果を知らせることと考えます。そこで、巡視や点検など日常業務の中で「顔の見
える管理」を心掛け来園者とのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを通して直接的な要望やﾆｰｽﾞを把握した。
　またｱﾝｹｰﾄや意見箱、ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞなどを活用し様々な手段を用いてﾆｰｽﾞの収集と把握に努めた。同時に
地域住民などで構成される「ｵｱｼｽの会」を活用し、地域ﾆｰｽﾞと潜在的な利用者ﾆｰｽﾞの把握を行った。ま
た、横浜市の公園利用動向、ﾆｰｽﾞに関わる既往調査などを参考としつつ、書籍・雑誌・新聞・研究調査・ｲ
ﾝﾀｰﾈｯﾄ等を通じて社会的なﾆｰｽﾞ把握に努めた。

⑤利用者ﾆｰｽﾞ把握取組の考え方

③指定管理者が課題に感じている公園運営改善策

④広報やﾊﾟﾌﾞﾘｼﾃｨｰ取組の考え方

　前年度に引き続き、多様なﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ提供による利用促進をはかるため運動広場の一般開放やﾌｨｯﾄﾈｽ
教室、ｲﾝﾗｲﾝｽｹｰﾄ教室などのｽﾎﾟｰﾂﾆｰｽﾞに応えるためのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑや自然との触れ合いを楽しむための自
然観察会や野鳥観察会、夏休み昆虫観察会などのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ、少子高齢化や世代間交流に対応したﾌﾟﾛｸﾞ
ﾗﾑの提供として鯉のぼりの展示や七夕の飾り付けなどを行った。
　また、利用者支援の取り組みとして、年末年始のﾄｲﾚ開放やｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝｾﾝﾀｰとして情報を充実させるこ
とによりﾚｽﾄﾊｳｽの機能強化を行い、また災害時に対応したﾍﾞﾝﾀﾞｰ機能搭載の自動販売機を継続して設
置した。30年度は新規でﾈｲﾁｬｰｹﾞｰﾑと落ち葉を使ったﾜｰｸｼｮｯﾌﾟを追加で行い好評であった。

　玄海田公園は敷地が広く、成熟した既存樹林が残っているため、目が届きにくい場所があり、防犯性の
確保やいたずら対策などが、また強風時などに枝折れや枯れ落ち枝が発生しており、通行時の安全の確
保が課題となっている。30年度は管理目標の設定を行い、枯れ枝の除去や見通しの確保といった対策を
行った。また犬の放し飼いや公園周辺への迷惑駐車などには注意喚起看板の設置場所の整理やよりわか
りやすい看板への変更を行った。地元団体との連携により課題の共有化と対応を行うため、昨年に続きｵｱ
ｼｽの会を通じて地元自治会や警察と合同ﾊﾟﾄﾛｰﾙを行った。
　前年度に比べ、ﾌﾝの放置数が減少するなど一定の効果があったようなので継続して取り組みを続けたい
と思っている。

　地域住民への波及効果が高い区広報の活用と公園HPの２つを中心に置き、園内掲示板と合わせて広
報活動に利用した。また、周辺自治会に協力してもらい自治会内掲示板などにも掲載を依頼した。また、
生きた情報を発信するために即応性のあるSNSなどの媒体も活用し、日々の公園の季節の移り変わりや環
境教育につながる情報発信を行った。30年度は引き続きSNSを利用した情報発信に取り組み新規にミニ
新聞の発行を行った。
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■

①

②

③

④

■ 支出

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

■ 収支

支出

－ ＝

－ ＝48,473,796 43,638,732 4,835,064

収入 事業益

46,868,000 45,975,264 892,736

①～⑧の支出の内有料施設にかかる経費 1,160,000 1,108,000

合計 45,975,264 43,638,732

便益施設支出 343,000 55,008

光熱水費 3,089,000 4,649,357

その他事務経費 1,554,000 1,425,210

自主事業支出 970,000 1,159,280

委託費 4,072,464 1,696,384

修繕費 918,000 475,880

人件費 29,008,800 27,707,376

物件費 4,860,000 5,362,237

合計 46,868,000 48,473,796

支出項目 予算金額 実施金額

自主事業収入 255,000 41,073

便益施設収入 1,944,000 2,913,123

指定管理料 39,282,000 39,282,000

利用料金収入 5,387,000 6,237,600

収支報告書

施設：玄海田公園

収入

収入項目 予算金額 実施金額
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人員育成
研修実施効果
等

巡視力強化による
公園環境の向
上。

巡視力強化によ
り、不具合などを
早期発見し除去
を行い事故発生
を防ぐ。

・30年度は基礎研修12
回の他、特別研修2回を
行った。

目標設定の視
点

当初設定した
運営目標

当初設定した
管理指数・数値

実績

不法行為、迷
惑行為対策

安心・快適な公園
環境の維持。

周辺自治会との
意見交換会の拡
充と合同ﾊﾟﾄﾛｰﾙ
の実施。

・30年度は3回実施。

今後の取り組み
（改善計画）

・ﾆｭｰｽﾎﾟｰﾂ広場
の利用ﾏﾅｰに関
するものが多かっ
たことから、利用ﾏ
ﾅｰ周知の徹底、
巡回の強化をおこ
なう。

顧客満足度の向
上を目指す。

ｱﾝｹｰﾄ・意見・要
望を基にした新規
自主事業の実施
増新規提案事業
を5件以上行う。

・30年度は7件。

・ｴﾘｱ別ｱﾝｹｰﾄ実
施による要望の収
集、新規自主事
業の企画・実施。

指定管理期間最
終年度にあたるた
め、これまでの総
決算として。

苦情・要望の削
減。

・30年度は56件。

・巡視・注意喚起
看板掲示、警察・
周辺自治会との
情報交換の実
施。

事故防止、防
犯、防災
（緊急時対応
計画、防犯防
災、災害対応）

ｺﾐｭﾆﾃｨの充実に
よる防犯防災の
充実を目指す。

事故・ゼロを目指
す。

・30年度は11件。

・合同ﾊﾟﾄﾛｰﾙ、避
難避難訓練、ｵｱ
ｼｽの会実施継
続、合同防災訓
練の実施、地域
防災会議の実
施。

・管理運営上の課
題を洗い出し、基
礎研修の他、随
時研修を行う。

定例会時に研
修を実施し、ｽ
ｷﾙｱｯﾌﾟを行
い目標達成。

業務運営1
（達成目標
運営業務の実
施方針）

各種事業を実
施。目標達
成。

管理者の瑕疵
による事故は
なかった。

いたずらや自
動販売機荒ら
しなどが発生し
てしまった。

運営目標・実績報告
施設：玄海田公園

目標との差異

業務運営2
（利用者ｻｰﾋﾞｽ
の向上
利用者満足度
や利用者数の
増、利用しや
すさ向上）

概ね目標達
成。
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・ｿﾞｰﾆﾝｸﾞを発展さ
せｴﾘｱごとの管理
目標を定める。ま
た管理指針を掲
示することにより来
園者へｿﾞｰﾆﾝｸﾞの
狙いを周知する。

優先順位の高
いものから、順
次修繕を実
施。目標達
成。

ｿﾞｰﾆﾝｸﾞを意
識した管理を
徹底させ達
成。

日常点検・定期点
検の実施による不
具合の初期発見
と改善案の提示。

施設不具合箇所
の早期発見件数
増。

・30年度は10件。

・早期発見により
軽微な状態で修
繕を行う。同様の
不具合の発生が
予想される場合、
対応した修繕方
法を提案する。

目標との差異

・それぞれの取組
について数量の増
加と取り組みの広
報の強化をおこな
う。

今後の取り組み
（改善計画）

経費削減や増
収

管理経費の配分
の見直し。

管理委託業務の
比率を見直し、直
営での管理作業
を増やす。

・草刈り業務8100㎡を
直営に変更。

・作業期間の短縮
を目指す。

本市施策への
協力

前年度同様、継
続した運営管理を
行う。

前年度以上の施
策協力。

・緑のｶｰﾃﾝ設置（横浜
市温暖化対策）
・高齢者の雇用（横浜市
中小企業振興基本条
例）

・職員は高齢者雇
用を主にしている
が、急な体調不良
等が想定される
為、人員を大目に
確保しておく。

余剰金の還元
協力事業の内容
と広報の強化

ｺﾝﾎﾟｽﾄ増設によ
る処理量の増、ﾔ
ｷﾞ除草の本格運
用にともなうｺﾞﾐ発
生量の減縮量増

・ﾔｷﾞによるｺﾞﾐの減量
化、CO発生量の減縮、
蝶の食草の植え付けと
羽化の展示、ｺﾝﾎﾟｽﾄに
よる落ち葉処理、花壇の
増設を行った。

自然環境保全と
利用快適性の両
立。

動・植物と触れ合
える快適な利用
環境を目指す。

・ｿﾞｰﾆﾝｸﾞを意識した園
地管理。

各種取組を実
施。目標達
成。

各種取組を実
施。目標達
成。

各種取組を実
施。目標達
成。

運営目標・実績報告
施設：玄海田公園

維持管理1
施設の保守管
理、
補修計画

維持管理2
清掃、園地維
持管理

目標設定の視
点

当初設定した
運営目標

当初設定した
管理指数・数値

実績
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事業名 目的・内容 実施時期 実施結果考察
野草園の管理作業に
より貴重な野草の保
護ができており、園内
植物調査は園地管
理の参考になってい
る。

回数 収支状況

0

自主事業実施報告
施設：玄海田公園

4 運動広場一般開放
運動広場の利用促進と市
民の健康増進のため、運動
広場を無料で開放する。

5月、10月 2 0

ｲﾝﾗｲﾝｽｹｰﾄ広場の
利用促進と利用ﾏﾅｰ
向上に役立った。

1 自然愛護会
野草園の管理、園内植物
調査。

毎月 16

2 ｲﾝﾗｲﾝｽｹｰﾄ教室
ﾆｭｰｽﾎﾟｰﾂの普及とｲﾝﾗｲﾝ
ｽｹｰﾄ広場の利用ﾏﾅｰ向上
のため。

4月、5月、11
月

3 -6400

3 合同ﾊﾟﾄﾛｰﾙ 0

地域との交流の場に
なり、職員がいない時
間帯の園内状況につ
いて話を聞くことがで
きた。

多くの方に参加頂け
た。

5 自然観察会

9 みどりのカーテン設置
省ｴﾈﾙｷﾞｰへの取組のひと
つとして、ﾚｽﾄﾊｳｽ周りにｱｻ
ｶﾞｵのｸﾞﾘｰﾝｶｰﾃﾝを設置。

5月 1

地域の方とﾊﾟﾄﾛｰﾙを行い、
公園の状況を知ってもらうと
ともに、異常がないか確認
する。

7月、12月 2

7 ﾎﾀﾙ飛翔数調査
ﾎﾀﾙ沢のﾎﾀﾙの保護のた
め、ﾎﾀﾙの発生状況を調査
し、管理作業に役立てる。

5月、6月 20

6 ﾎﾀﾙ観賞会

ﾎﾀﾙ沢の貴重な自然に観
賞会を通じて触れていただ
き、環境保護意識の向上を
図る。

6月 3

4月、10月 2

8 七夕飾り

10 さわやかｽﾎﾟｰﾂ
緑区と協働で様々なﾆｭｰｽ
ﾎﾟｰﾂ体験会を行う。

7月、3月 2 0

小さなお子さんをつ
れた親子からお年を
召した方まで多くの人
に参加して頂けた。

講師の解説を聞きながら園
内を散策し、身近な草花や
樹木等を観察する。

-5286
西日の差し込みを大
幅に削減することが
できた。

ﾎﾀﾙの発生時期の確
認により来年度の鑑
賞会の開催時期の参
考にもなった。

0

0
3日間の開催で延べ
280名の参加があっ
た。

0
園内に残る貴重な植
物などを楽しんでいた
だけた。

子供たちに伝統行事に触れ
てもらい、地域のｺﾐｭﾆｹｰ
ｼｮﾝの場にしてもらう。

6月、7月 1 -8680

近隣保育園や、老人
ﾎｰﾑ、一般来園者な
ど、多くの方に参加頂
けた。
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※ 収支状況は開催（実施）の実費収支のみで、準備や打ち合わせ時の準備費及び労務費は含まれていません。
他12件

11 昆虫観察会

園内の自然環境の大切さと
生き物の不思議さを園内で
昆虫を採取し、観察して絵
を描き絵標本を作製し感じ
てもらう。

8月 1

事業名 目的・内容 実施時期 回数
施設：玄海田公園

13 自治会ｲﾍﾞﾝﾄに出店

近隣自治会との交流の促
進と公園管理の取り組みの
紹介のため、ﾖｰﾖｰ釣りの模
擬店とﾊﾟﾈﾙ展示を行った。

10月 1 2288
多くの方々に楽しんで
いただけた。

12 ﾎﾀﾙ沢自由散策会
自然生態園の自然に触れ
てもらうため、ﾎﾀﾙ沢内の散
策路を開放する。

10月、11月 2 0
10月は自然観察会と
合わせて実施。

16 本部年末ﾊﾟﾄﾛｰﾙ

いつも従事している職員で
はなく、本部や他公園責任
者から指摘を受けることで、
管理・運営に対するさらなる
“気付き”を職員全員が意
識する。

11月 1 0

本部のﾊﾟﾄﾛｰﾙの結
果・指摘事項を踏ま
え、より良い管理・運
営となるよう努める。

2532

同じ木の葉を使って
いろいろな観点から
ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟを行い、好
評だった。

15 しめ縄ﾘｰｽ教室
園内発生材を使用し正月の
しめ縄ﾘｰｽを作成。

12月 1 -2172

毎年参加してくださる
方もでき、追加で参
加枠を増やすなど好
評であった。

14
木の葉で遊ぼう～ﾈｲ
ﾁｬｰｹﾞｰﾑとｽﾃﾝｼﾙﾜｰｸ
ｼｮｯﾌ

自然を体験するｹﾞｰﾑと木の
葉をﾓﾁｰﾌとしたｽﾃﾝｼﾙの
ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟを行い楽しく遊び
ながっら、自然環境保護の
意識向上を図る。

11月 1

18
玄海田公園ｵｱｼｽの会
（意見交換会）

地域関係団体と、公園での
いたずらや地域で起きてい
る問題等の情報を共有し、
地域の安全への意識の向
上に努める。

12月、1月 1 0

地域の最新の情報を
知ることで、互いに連
携を取りやすくなっ
た。

17 野鳥観察会

豊かな自然環境を体験して
もらうため、日本野鳥の会の
会員の解説の元、園内で野
鳥の観察を行う。

1月 1 -7000

天候のためか昨年よ
りも出現数は減ったも
のの、珍しい鳥が観
察できた。

収支状況 実施結果考察

-954
毎年多くの方にご好
評頂いており、今後も
継続していきたい。

19 ﾔｷﾞによる除草

化石燃料由来の二酸化炭
素排出削減と除草ｺﾞﾐの削
減を目指し、園内の草刈り
作業をﾔｷﾞ二頭に実施して
もらう

通年 ― -21112
ｺﾞﾐの削減の他、ﾔｷﾞ
目当ての来園者も来
るなど好評だった。

20 ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ貸し出し

園内利用者の利便性向上
のため3on3ﾊﾞｽｹｯﾄｺｰﾄ利
用者を対象にﾎﾞｰﾙの貸し出
しをおこなう。

通年 625 0

地域の最新の情報を
知ることで、互いに連
携を取りやすくなっ
た。
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実施ｲﾍﾞﾝﾄ名　昆虫観察会
・ 実施年月日 平成30年08月12日
・ 回答者数 7 名
・ 回答者の性別 男性 4 名 女性 3 名
・ 回答者の年齢 30代 4 名 40代 3 名

・ 今回のイベントは何を通じて知りましたか？
1 ． 公園のﾎﾟｽﾀｰ 2 名
2 ． 区の広報 4 名
3 ． 公園ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ 1 名
4 ． 知人から聞いた 0 名

・ 今回のｲﾍﾞﾝﾄは楽しかったですか？
1 ． はい 7 名
2 ． わからない 0 名
3 ． つまらなかった 0 名

・ これまで公園のｲﾍﾞﾝﾄに参加したことがありますか？
1 ． ある 2 名
2 ． ない 5 名

・ Q3で「ある」と答えた方に伺います。それはどんなｲﾍﾞﾝﾄでしたか？ （複数回答あり）
・ ﾎﾀﾙ鑑賞会 2 名

・ Q3で「ない」と答えた方に伺います。理由を教えてください。
1 ． 興味のないｲﾍﾞﾝﾄだったから 0 名
2 ． ｲﾍﾞﾝﾄをやっていたこと自体知らない 3 名
3 ． その他 2 名

・ 日程が合わない
・ 子供が小さかったから

・ 今後やってほしいｲﾍﾞﾝﾄがあったら教えてください。（複数回答あり）

・ 夜の昆虫観察会
・ ﾊﾞｽｹｯﾄ教室などｽﾎﾟｰﾂ教室
・ ﾅｲﾄｳｫｰｸ
・ 流しそうめん
・ どんぐりを集めて工作
・ 虫取り、草花で染めるとか
・ 今回のようなｲﾍﾞﾝﾄ、子供が楽しめるもの

6

1

2

3

4

5

3 H30.5.13 ｲﾝﾗｲﾝｽｹｰﾄ教室　春② 5名

4

7 H30.11.10 父母の救急救命教室 10名

6 H30.11.4 ｲﾝﾗｲﾝｽｹｰﾄ教室　秋 6名

H30.8.12 昆虫観察会 7名

5 H30.10.7 自然観察会　秋 4名

利用者ｱﾝｹｰﾄ結果 施設：玄海田公園

2 H30.4.30 自然観察会　春 7名

実施日 ｲﾍﾞﾝﾄ名 回答者数 備考

1 H30.4.22 ｲﾝﾗｲﾝｽｹｰﾄ教室　春① 4名
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13 H31.3.11 ﾔｷﾞの取扱いと脱走時の対応方法について
ﾔｷﾞの日常の取扱いの注意点と脱走時の対応
方法の確認

14
H30.4.9～
H31.3.11

伐木等に関する業務 伐木等の業務に関する安全衛生教育を行った

実施日 研修名 内容及び効果

施設：玄海田公園研修実施報告

1 H30.4.9 ・個人情報の取り扱いに関する研修
・個人情報の取り扱いには十分注意をし、利用
者及び職員の生活の安全を守る。

2 H30.5.14 ・害虫の防除と対応について
害虫（毛虫、ハチ）などの防除方法と刺された
時の対応方法について

3 H30.6.11 熱中症の予防と対策に関する研修 熱中症の症状と予防方法、発症時の対応方法

4 H30.7.9 刈払い機、ﾍｯｼﾞﾄﾘﾏｰの取り扱いに関する研修 一般的な取り扱い方法と作業時の注意点

5 H30.8.13 緊急時の対応について（事故・気象災害）
事故や気象警報、雷などの発生時の対応方法
について

6 H30.9.10 AEDの取扱い研修 AEDを使った救急救命方法の研修

11 H31.2.12 停電時の対応について
停電時の施設や駐車場の設備の対応方法の
研修

12 H31.3.18 接遇について
顧客満足度とﾎｽﾋﾟﾀﾘﾃｨに基づく接遇方法の研
修

7 H30.10.9 ﾊｻﾞｰﾄﾞﾏｯﾌﾟの点検と巡視について
巡視時の注意点と園内ﾊｻﾞｰﾄﾞﾏｯﾌﾟの確認を
行った

8 H30.11.12 遊具の日常点検について
遊具の日常点検の方法とﾎﾟｲﾝﾄの研修を行っ
た

9 H30.12.10 落書きと不法投棄物について
落書きや不法投棄物を発見した時の対応方法
について

10 H31.1.15 公園管理業務について
管理業務にあたっての心構えや基本的な事項
の確認と復習
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